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＜報道関係者各位＞                           株式会社スタートライン 
ピクシーダストテクノロジーズ株式会社
Tokyo Marunouchi Innovation Platform

【実証試験】ピクシーダストテクノロジーズ社と 
「会話の見える化 カウンセリング面談評価方法」を検討 

障害者雇用支援を通じて“誰もが自分らしく生きる社会“を目指す株式会社スタートライン (本社：東京都
三鷹市、代表取締役：西村賢治)は、イノベーションの創出を目指す産官学のオープンイノベーションプラット
フォーム Tokyo Marunouchi Innovation Platform（以下、TMIP）の協力のもと、パーソナルケア＆ダイバーシ
ティ領域とワークスペース＆DX領域の研究開発と事業化に取り組むピクシーダストテクノロジーズ株式会社
（本社：千代田区、代表取締役 落合陽一、村上泰一郎、以下「PxDT」）と共に、新たなカウンセリング面談の
評価方法を開発するため実証試験「会話の見える化 カウンセリング面談評価方法」の検討を行いました。 

TMIP 主催イベントでの共同登壇の様子 

■実証試験における 3社の役割 

イノベーション創出に向けた実証フィールドを提供する TMIP が、PxDT社と当社の技術マッチングを行
い、2022 年 5月から課題解決に向けて３社での実証試験が開始しました。 



■実証試験の背景
当社は、企業の障害者雇用支援を通じて、障害者へのカウンセリング面談を実施しています。カウンセリ
ング面談を行う当社の社員は、第三世代の認知行動療法と呼ばれるACT（以下、ACT）や応用行動分析学な
どの支援技法を身に付けるための研修を受講しています。さらに、カウンセリング技術の向上のため、OJT
やスキルアップ研修に取り組んで参りました。 
一般的なカウンセリング面談は、カウンセラーとクライエントが共通のゴールを設定するため、面談の終
着点は明確になります。しかし、どのようにカウンセリング面談が行われたのかという評価はカウンセラー
の主観によるところが大きく、客観的な評価が難しいという課題がありました。 
今回の実証試験では、ACT を用いたカウンセリング面談を実施し、カウンセリング面談途中のカウンセ
ラーとクライエントの動画、音声データを分析し、新たなカウンセリング面談の評価方法を開発することを
目的としました。 

ACTカウンセリング面談の様子

■実施方法及びデータ分析方法

カウンセラー（面談する側）、クライエント（面談される側）に対し、ACTをベースとした面談をオンライ
ンで実施します。面談中のカウンセラーとクライエントの動画データ、カウンセラーおよびクライエントそ
れぞれの音声データ、３つのデータを PxDTに送信します。PxDT社によって会話の見える化技術で分析を
実施し、その分析結果をもとに、カウンセリングの効果を検証しました。 

参考：見える化技術（音声認識、Speed to text、テキストマイニング、ワードクラウド）分析結果の一部 



・ワードクラウド分析結果 /スコア順 

【説明】出現回数だけでなく特徴的な言葉に重きを置いてスコア化。 
文字の色は青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表す。
※スコア順とは「一般的な文書でよく出る単語は重要ではないため、重み付けを軽くする」、一方、一般的
な文書ではあまり出現しないが、調査対象の文書だけによく出現する単語は重視する仕組みでスコアリン
グした結果」を指す。 
TF-IDF(term frequency‒inverse document frequency)という統計処理方法を用いる。 

発話文字数の推移と使われた単語種類の推移 

【説明】全 4回の面談に対してカウンセラーとクライエントそれぞれの「発話文字数の推移」と「使われ
た単語種類の推移」をグラフで表示。 

■得られた成果 
・ACTカウンセリングによるクライエントの思考の変化と効果（一部）が視覚化される 
・特定の単語がどのタイミングで、どの程度発話されたのかが分かりやすい（例：価値、向き合う） 
・数値やグラフなどの視覚化されたアウトプットがあることで面談の振返りがしやすい 
・カウンセラーの関わり方の傾向や新たな気づきがあり、自己分析がしやすい（例：想像以上に相槌が多
い、感嘆詞の使用頻度が多い） 
・次回面談の対策が立てやすい（例：次回はカウンセラーとクライエントの発話量比率を 7:3 にする） 



■考察と今後の展望 
PxDT社の提供する「会話の見える化」技術はACTカウンセリング面談の評価方法として活用できる可能
性が高いと考えます。また、カウンセラーのカウンセリングレベルにより評価を変えることができるため
カウンセラーの育成にも役立つと想定され、今後もカウンセリング面談の評価方法の開発に取り組み続け
て参ります。 

【ピクシーダストテクノロジーズ株式会社】 
ピクシーダストテクノロジーズは、計算機科学（コンピュータサイエンス）と、音や光などを自在に操る
独自の波動制御技術の融合により、コンピュータと非コンピュータが不可分な環境を構築し、言語や現
象、アナログとデジタルといった二項対立を循環的に超えていく「デジタルネイチャー」の到来を見据え
ています。 
私たちは、現在、波動制御技術をメカノバイオロジーや視覚・聴覚・触覚への介入・補助をする「パーソ
ナルケア＆ダイバーシティ領域」と、メタマテリアル（材質ではなく構造で特性を生み出す技術）やオフ
ィス・工事現場等の課題解決のために適用する「ワークスペース＆DX領域」の 2つの主要な領域に重点
を置いて製品を展開しています。 
急速に進化していくコンピュータに対して、私たち生物の身体（ハードウェア）の進化は非常に遅く、そ
の差はますます開こうとしています。ピクシーダストテクノロジーズはこの両者の間をうまく調停し、生
活に対してよりよい価値を生み出し続けます。 

ピクシーダストテクノロジーズ株式会社 
商号 ピクシーダストテクノロジーズ株式会社（英語名：Pixie Dust Technologies, Inc.） 
代表取締役 落合 陽一、村上 泰一郎 
所在地 東京都千代田区神田三崎町二丁目 20 番 5号 
設立 2017 年 5月 

■ピクシーダストテクノロジーズ社に関するお問い合わせ先 
ピクシーダストテクノロジーズ株式会社 広報担当
お問合せ： https://pixiedusttech.com/contact/

【TMIP（Tokyo Marunouchi Innovation Platform）】 
TMIP は、一般社団法人 大丸有環境共生型まちづくり推進協会が運営する組織で、丸の内エリア（大手
町・丸の内・有楽町）のイノベーション・エコシステム形成に向けて、大企業とスタートアップ・官・学
が連携して社会課題を解決することでグローバルなマーケットに向けたイノベーションの創出を目指すオ
ープンイノベーションプラットフォームです。会員、パートナーを含めると 150 社を超える組織になりま
す。 
https://www.tmip.jp/ja/

●会社概要
株式会社スタートライン：https://start-line.jp
ABA（応用行動分析）と第三世代の認知行動療法に基づいた効果的で専門的な支援で、障害者雇用の新し
い「場」づくりから定着支援までワンストップで実現する会社です。 
「自分をおもいやり、人をおもいやり、その先をおもいやる。」の企業理念のもと、2009 年創業以来、障
害者雇用支援の領域において障害者の「採用」と「定着」に重きを置き、サテライトオフィスサービスを
運営。障害者雇用に関する総合コンサルティングを軸に、屋内農園型障害者雇用支援サービス「IBUKI」、
ロースタリー型障害者雇用支援サービス 「BYSN」、企業/障害当事者向けカスタマイズ研修、在宅雇用支
援、障害者採用支援などサービスメニューを拡充しています。一つでも多くの選択肢をつくり、多様な
人々の可能性を拡張することで、誰もが自分らしく生きる社会を目指しています。 

【報道関係各位のお問い合わせ先】
スタートライン クリエイティブ・ブランディング広報室 

 担当：藤野（090-9830-9827） 
TEL：050-5893-8926 FAX：0422-38-5680 E-mail：yfujino@start-line.jp


